
。中日新聞2015 年 （平成27年） 8月 8 日（土曜 日）

コン3000億円提示後

2

月
撤
回
遅
れ
の
ー一一一一」‘

因
か

七
日
に
聞
か
れ
た
第
三
者
に

よ
る
検
証
委
員
会
の
初
会
合
に

提
出
さ
れ
た
資
料
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た。
J
S
C

の
コ
ス
ト

へ
の
甘
い意
識
と
と
も
に
、
情

報
公
開
に
対
す
る
姿
勢
も
問
わ

れ
そ
う
だ
。

資
料
に
よ
る
と
、
二
千
百
億

円
は
J
S
C

と
設
計
会
社
のJ

V

（
共
同
企
業
体
）
が
は
じ
き

出
し
た
工
費。
建
設
資
材
や
人

件
費
、
消
費
税
率
の
上
昇
分
も

加
味
さ
れ
て
い
る。

一
方
、
三
千
億
円
超
とJS

C
に
報
告
し
た
の
は
大
成
建
設

と
竹
中
工
務
店。
J
S
C

は
、

両
社
が
算
出
し
た
こ
の
工
費
も

文
科
省
に
伝
え
、
「
話
離
を
収

め
る
こ
と
は
困
難
」
と
報
告
し

た
。こ

の
経
緯
は
、
お
よ
そ二
カ

月
後
の
四
月
十
日
に
初
めて
事

務
方
か
ら
下
村
博
文
文
科
相
に

報
告
さ
れ
、
下
村
氏
は
、
計
画

見
直し
を
訴
え
て
き
た
建
築
家

の
棋
文
彦
氏
と
面
会
す
る
な
ど

白
紙
に
戻
っ
た
二O
二
O
年
東
京
五
輪

．

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
会
場
と
な
る
新

国
立
競
技
場
（
東
京
都
新
宿
区
）
建
設
計

画
を
め
ぐ
り
、
事
業
主
体
の
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー（J
S
C

）
が
今
年

一

1

二
月
上
旬
、
工
事
を
請
げ
負
う
予
定
だ

っ
た
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
「
概
算
工
事
費
が
三

千
億
円
を
超
え
る
」
と
の
試
算
を
報
告
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
千
百
億
円
程

度
で
済
む
と
二
月
士
ニ
日
に
文
部
科
学
省

ヘ
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

。
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河
野
一
郎
理
事
長
は
自
民
党
議
員
に

「
必
ず
千
六
百
二
十
五
億
円
以
内
に

収
め
る。
も
し
オ
ー
バー
し
た
ら
腹

を
切
る
」
と
約
束
し
た
と
い
う
。

千
六
百
二
十
五
億
円
の
妥
当
性
に

つ
い
て
は
公
表
当
初
か
ら
疑
問
の
声

が
相
次
い
で
い
た。
J
S
C

は
試
算

時
に
前
年
七
月
の
単
価
と
、
当
時
の

消
費
税5
%
と
い
う
古
い
条
件
で
計

算
。

建
設
時
に
額
が
増
え
る
の
は
確

実
だ
っ
た。

河
野
氏
は
基
本
設
計
時
の
記
者
会

見
で
ご
体
い
く
ら
で
建
設
で
き
る

の
か
」
と
の
質
問
に
「
い
ま
政
府
と

や
り
と
り
し
て
い
る。

コ
メ
ン
ト
で

き
な
い
」
な
ど
と
は
ぐ
ら
か
し
た
。

そ
の
後
も
額
を
明
ら
か
に
せ
ず
一
四

年
八
月
に
は
実
施
設
計
に
着
手
し

た
。

（
森
本
智
之
）

本
体
だ
け
「
見
せ
か
け
」

（明；台25年3 月12日第 3種郵便物認可）

新
国
立
競
技
場
の
工
費
は
計
画
当

初
か
ら
乱
高
下
し
、
見
積
も
り
の
甘

さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た。
中
で
も
昨

年
五
月
の
基
本
設
計
時
に
公
表
さ
れ

た
千
六
百
二
十
五
億
円
は
「
見
せ
か

け
の
数
字
」
と
問
題
視
さ
れ
た

。

政
府
が
三
千
億
円
に
達
す
る
と
の

試
算
を
公
表
し
、
世
論
の
批
判
が
起

き
た
二
O

一三
年
十
月
以
後
、J
S

C

は
床
面
積
を
約二
割
縮
小
し
て
千

七
百
八
十
五
億
円
に
縮
減
。

一四
年

五
月
に
は
、
安
価
な
資
材
を
活
用
し

た
な
ど
と
し
て
、
さ
ら
に
千
六
百二

十
五
億
円
ま
で
減
ら
せ
た
と
公
表
し

た
。

だ
が
、
実
際
に
は
こ
の
額
は
基
本

設
計
に
入
る
前
の
一
三
年
末
に
決
定

し
て
い
た。
J
S
C

幹
部
は
コ
ニ
千

億
円
へ
の
批
判
が
強
く
、
少
し
で
も

抑
え
る
必
要
が
あ
っ
た。
千
六
百
二

十
五
億
円
は
政
治
的
に
決
め
ら
れ
た

数
字
」
と
証
言
す
る
。

千
六
百
二
十
五
億
円
は
本
体
工
事

費
千
三
百
八
十
八
億
円
に
周
辺
工
事

費
を
合
算
し
た
数
字。
当
時
、
文
科

省
関
係
者
は
「
本
体
工
事
だ
け
の
数

字
で
も
、
元
の
予
算
の
千
三
百
億
円

に
近
づ
け
れ
ば
世
論
の
批
判
も
収
ま

る
の
で
は
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
」

と
話
し
た。
こ
の
こ
ろ
、
J
S
C

の
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